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１ ． ね ら い  
現 在 ，一 般 的 に 利 用 さ れ て い る 堆

肥 は ， 家 畜 糞 由 来 の 堆 肥 が 多 く ， 稲

ワ ラ や 木 質 系 な ど の 植 物 由 来 の 堆

肥 に 比 べ て ， 窒 素 ・ リ ン 酸 ・ カ リ の

主 要 な 成 分 量 が 多 く 含 ま れ て い る 。

ま た ， 鶏 ふ ん や 牛 ふ ん ， 豚 ふ ん の 主

原 料 や 副 資 材 に よ り ，窒 素 の 肥 効 や

リ ン 酸 ・ カ リ の 成 分 量 も 異 な っ て い

る 。  
そ こ で ，秋 田 県 内 で 製 造 さ れ て い

る 堆 肥 中 に 含 ま れ る 窒 素 ・ リ ン 酸 ・

カ リ に つ い て ，そ れ ぞ れ の 特 徴 を 把

握 す る こ と に よ り ，堆 肥 の 適 切 な 施

用 方 法 の 一 助 と す る 。  
 

２ ． 試 験 方 法  
（ １ ）反 応 速 度 論 的 方 法 に よ る 堆 肥

の 窒 素 無 機 化 率 の 推 定 1 ） 2 ）                             （ ３ ） 堆 肥 中 の 全 リ ン 酸 （ P 2 O 5 ）

に 占 め る く 溶 性 リ ン 酸 の 割 合 は ，

鶏 ふ ん が 主 原 料 の 場 合 ， 約 6 5％ ，

豚 ふ ん や 牛 ふ ん が 主 原 料 の 場 合 ，

9 0％ 以 上 で あ っ た （ 図 ２ ） 。  

風 乾 し た 土 壌 （ 果 樹 試 験 場 2 0 号

圃 場 下 層 土 6 0 - 9 0 c m， p H ( H 2 O ) 5 . 8，
全 窒 素 0 . 0 6 %， 全 炭 素 0 . 4 3 %， 可 給

態 リ ン 酸 0 . 7 mg / 1 0 0 g）に ，秋 田 県 内

で 製 造 さ れ て い る 堆 肥 を 1 5 0 mg N /乾
土 1 0 0 g混 和 し ，保 温 静 置 培 養 法 に よ

り 湛 水 お よ び 畑 条 件 で の 培 養 を 実

施 し た 。培 養 温 度 は 1 5， 2 5， 3 5℃ の

3 段 階 で ，培 養 開 始 時 と 開 始 か ら 9 8
日 間 ， 1 週 間 毎 に 1 0％ 塩 化 カ リ ウ ム

溶 液 で 無 機 態 窒 素 を 抽 出 し ，そ の 溶

液 を 分 析 に 供 し た 。分 析 値 お よ び 無

機 化 デ ー タ 解 析 プ ロ グ ラ ム を 用 い

て モ デ ル 式 に 当 て は め ，最 適 パ ラ メ

ー タ（ b：堆 肥 に 含 ま れ る 無 機 態 窒

素 割 合 （ % ） ， N 0 ： 施 用 後 無 機 化

す る 窒 素 割 合（ %））を 算 出 し ，農

試 水 田 圃 場 お よ び 畑 圃 場 の 平 均 地

温 デ ー タ を 用 い て ，時 期 別 窒 素 無 機

化 率 を 推 定 し た 。  
（ ２ ）堆 肥 中 の く 溶 性 リ ン 酸 と カ リ

の 割 合 3 ）

 作 物 に 有 効 な リ ン 酸 と カ リ と し

て ，2 %ク エ ン 酸 溶 液 に 溶 け る 堆 肥 の

リ ン 酸 と カ リ を 測 定 し ， 全 リ ン 酸

（ P 2 O 5 ）と カ リ（ K 2 O）に 占 め る く

溶 性 割 合 を 調 べ た 。  
 

３ ． 結 果 及 び 考 察  
（ １ ） 県 内 の 年 間 の 堆 肥 生 産 量 が

1 千 ト ン 以 上 の 堆 肥 セ ン タ ー 8 カ

所 に つ い て ， 堆 肥 別 に 窒 素 割 合 を

み る と ， 主 原 料 が 鶏 ふ ん の 場 合 ，

堆 肥 に 含 ま れ る 無 機 態 窒 素 割 合

（ b）は 小 さ く ，施 用 後 無 機 化 す る

窒 素 割 合 （ N 0 ） は 大 き か っ た 。 豚

ふ ん の 場 合 は b と N 0 と も に 大 き

く ， 牛 ふ ん の 場 合 は b と N 0 と も に

小 さ か っ た （ 表 １ ） 。  
（ ２ ） 湛 水 条 件 に お け る 栽 培 期 間

中 の 作 物 に 利 用 可 能 な 窒 素 無 機 化

パ タ ー ン は ， 鶏 ふ ん 主 体 の 堆 肥 A
が 多 く 無 機 化 し ， 次 に ， 豚 ふ ん 主

体 の 堆 肥 D が 多 く ，牛 ふ ん 主 体 の

堆 肥 F は ほ と ん ど 無 機 化 し な か っ

た （ 図 １ ） 。  

（ ４ ） 堆 肥 中 の 全 カ リ （ K 2 O） に

占 め る く 溶 性 カ リ の 割 合 は ， ほ と

ん ど の 堆 肥 が 9 0 %程 度 で あ り ， 高

か っ た （ 図 ３ ） 。   
 
 ４ ． ま と め                            
 秋 田 県 内 で 製 造 さ れ て い る 堆 肥

は ，栽 培 期 間 中 の 作 物 に 利 用 可 能 な

窒 素 割 合 と 無 機 化 パ タ ー ン が 堆 肥

の 主 原 料 に よ っ て 異 な り ， 鶏 ふ ん ・

豚 ふ ん 主 体 の 堆 肥 は ，施 用 効 果 が 高

く ，牛 ふ ん 主 体 の 堆 肥 は 低 い こ と が

分 か っ た 。  
ま た ， 堆 肥 中 に は ， 作 物 に 有 効 な

く 溶 性 リ ン 酸 と カ リ が 多 く 含 ま れ

て お り ，堆 肥 施 用 に よ る 化 学 肥 料 の

代 替 も 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ

た 。  
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b N 0 b N 0

％ ％ ％ ％

A 鶏 － 4.3 26.2 3.3 33.9
B 鶏 籾がら・わら 7.1 1.5 7.3 -5.6
D 豚 木質系 10.8 15.5 16.4 8.6
E 豚＋鶏 籾がら・わら 13.6 7.6 14.5 4.1
F 牛 籾がら・わら＋木質系 0.2 1.2 3.7 -4.0
G 牛 籾がら・わら＋木質系 － － 6.0 -2.6
J 牛＋豚 籾がら・わら 6.3 3.5 5.9 1.6
K 牛＋豚 籾がら・わら＋木質系 2.7 7.6 6.6 2.8
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表１ 栽培期間中に作物が利用可能な堆肥の窒

素割合 
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図２ 堆肥中のく溶性リン酸の割合      図３ 堆肥中のく溶性カリの割合 
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注 1）く溶性リン酸＝2%クエン酸溶液により浸出

した試料液をモリブデン青法により測定した

もの 
注 2）クエン酸不溶性リン酸＝全リン酸－く溶性

注 1）く溶性カリ＝2%クエン酸溶液により浸出

した試料液を原子吸光法により測定したも

の 
注 2）クエン酸不溶性カリ＝全カリ－く溶性カ

注 1）堆肥：鶏ふん主体堆肥 A，豚ふん

主体堆肥 D，牛ふん主体堆肥 F 
注 2）農試水田圃場の平均地温データを

用いた 

図１ 堆肥の窒素無機化パターン（湛水

条件） 
 

注 1）県内の年間堆肥生産量 1 千 t 以上の堆肥セ

ンター8 カ所 
注 2）b＝堆肥に含まれる無機態窒素割合（％），

N0＝施用後，無機化する窒素割合（％） 
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